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1. 概要

資源循環・リサイクル分野における人材育成を目的として、使用済み小型家

電リサイクルや自動車リサイクルを題材とした教育プログラムを実践した。これ

により、学生を中心とした若年層の資源循環・リサイクル分野の認知度、関心

度を高めるための方策を検討した（図 1）。

2. 工学系学生を対象とした使用済み小型電気・電子製品の退蔵調査

総合機械工学 2 年のプロジェクトベースドラーニング A（PBL-A、受講者：

153 名）において、「逆から捉えるものづくり」と題した講義を継続的に実施して

いる（図 2）。講義の概要は、下記のとおりである。

・各種リサイクル法と環境配慮設計（Design for Environment, DfE）

・使用済み小型家電の退蔵製品の実態調査

・使用済み小型家電の解体解析実習

・「豊島問題」を考える。

・インバースマニュファクチャリング（自動車リサイクル）

3. 大学院生を対象としたリサイクル工場の視察

新たな地域連携型の産学連携プログラムを構築している。株式会社ユーパ

ーツ（図 3）とは、2017 年度より環境・エネルギー研究科に提携講座「環境・エ

ネルギービジネス実践講座」を開設した。株式会社ユーパーツの工場見学

（図 4）およびディスカッションに加え、環境・エネルギービジネスの第一線で活

躍する方々を招聘し、オムニバス形式の講座として展開した（受講者数：大学

院生：約 30 名）。

4. 早稲田祭 2017 における環境・エネルギー系プログラムの実践

早稲田祭 2017 実行委員会との協力により、早稲田祭 2017 において、実践

可能な環境・エネルギー系のプログラムの企画・実践を行った。

（1）わせだ発電所

埼玉県環境部の協力を得て、燃料電池車から飲食用屋台等へ給電を行う

システムを構築し、水素エネルギーに関する啓蒙活動を行った（図 5）。これら

の取りみは、埼玉県水素エネルギー普及促進協議会に報告された。
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図 1 循環型社会の高度化に向けた展望

１：各種リサイクル法と環境配慮設計の必要性

家庭での小型（家電）製品の退蔵調査と解体対象製品の選定

２：小型（家電）製品の解体解析とその評価

３：製品の廃棄処理時の改善を踏まえた3R設計改善の提案等

４：豊島等廃棄物処理事業からみた循環型社会の必要性

５：インバースマニュファクチャリング：自動車リサイクル

逆から捉えるものづくり：わが国のリサイクルシス
テムの現状から“もの”のEoL（End of Life）やライ
フサイクルを考える。身近な製品の解体・分解解
析等を通じて3R（Reduce・Reuse・Recycle）に配慮
したものづくりの現状を学び、考え、提案する。
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図 2 総合機械工学科「逆から捉えるものづくり」プログラム（2017）

（2）使用済み小型家電の回収

早稲田祭の開催に合わせて、不要な使用済み小型家電回収を行った（イベ

ント回収）。事前の広報等の実施なので課題は残ったが、アンケートを回収す

る等一般市民層の使用済み小型家電の回収に対する意識を把握することが

できた。

（3）コミュニケーションロボットを用いた環境教育プログラムの実践

理工ユニラブ、本庄ユニラブと同様のプログラムを早稲田祭においても実践

した。
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図 3 株式会社ユーパーツの概要

図 4 株式会社ユーパーツの視察（2017 年 5 月）

図 5 早稲田祭 2017『わせだ発電所』


